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一
宮
市
議
会 

6
月
定
例
議
会 

6
月
3
日
開
会
、
6
月
26
日
閉
会 

 
6
月
定
例
会 

開
会 

6
月
定
例
会
に
お
い
て
、
ま
ず
補
正

予
算
で
す
が
、
例
年
の
と
お
り
、
緊
急

を
要
す
る
も
の
、
国
や
県
の
制
度
や
施

策
に
よ
り
予
算
措
置
が
必
要
と
な
っ
た

も
の
を
計
上
し
ま
し
た
。 

最
初
に
、
今
年
の
秋
に
日
本
で
開
催

さ
れ
る
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2

0

1

9
関
連
予
算
で
す
。
一
宮
市
は
南

ア
フ
リ
カ
代
表
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

代
表
の
公
認
チ
ー
ム
キ
ャ
ン
プ
地
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
チ
ー
ム
と

新
た
な
交
流
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、

関
係
予
算
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。 

世
界
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
触
れ

合
う
機
会
を
、
よ
り
多
く
の
皆
様
に
提

供
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。 

ま
た
、
豪
雨
災
害
に
備
え
た
、
排
水

路
の
整
備
工
事
費
を
増
額
し
ま
す
。
防

災
、
減
災
の
た
め
の
緊
急
対
策
事
業
と

し
て
国
の
交
付
金
を
活
用
す
る
も
の
で

す
。 そ

の
ほ
か
に
は
、
幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
に
つ
い
て
、
国
か
ら
具
体
的

な
事
務
内
容
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

予
算
補
正
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ

れ
て
い
る
未
婚
の
か
た
に
つ
い
て
の
臨

時
・
特
別
給
付
金
支
給
に
か
か
る
事
業

費
、
そ
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業

に
お
い
て
、
こ
ち
ら
も
国
か
ら
の
提
示

に
よ
る
経
費
の
増
額
な
ど
で
あ
り
ま
す
。 

 

 

6
月
補
正
予
算
規
模 

そ
の
結
果
、
補
正
予
算
の
規
模
は
、
一

般
会
計
で
、
3
億
9
，
1

5

0
万
9
千

円
の
増
額
、
特
別
会
計
で
8

1

9
万
5

千
円
の
増
額
、
企
業
会
計
で
2
，
5

2

0
万
5
千
円
の
増
額
、
全
会
計
で
は
、

4
億
2
，
4

9

0
万
9
千
円
の
増
額

補
正
と
な
り
ま
し
た
。 

単
行
議
案
の
主
な
も
の
は
、
法
令
改

正
に
伴
う
「
一
宮
市
手
数
料
条
例
」、「
一

宮
市
市
税
条
例
」
、「
一
宮
市
介
護
保
険

条
例
」
及
び
「
一
宮
市
火
災
予
防
条
例
」

の
一
部
改
正
、
環
境
セ
ン
タ
ー
ご
み
焼

却
施
設
定
期
修
繕
工
事
は
じ
め
請
負
契

約
2
件
の
締
結
、
は
し
ご
付
消
防
自
動

車
を
は
じ
め
売
買
契
約
2
件
の
締
結
に

つ
い
て
、 

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の

専
決
処
分
並
び
に
地
方
税
法
の
改
正
に

伴
う
一
宮
市
市
税
条
例
等
及
び
一
宮
市

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
の

専
決
処
分
の
承
認
。
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
人
事
同
意
案
件
、
人

権
擁
護
委
員
の
諮
問
案
件
全
て
を
同

意
・
承
認
い
た
し
ま
し
た
。 

 

一 

般 

質 

問 

1
項
目 

大
津
市
の
事
故
を
受
け
て
、
一
宮
市

の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て 

Q
・
事
故
対
策
と
し
て
従
来
の
『
対
症

療
法
型
』
か
ら
、
潜
在
的
な
危
険
個
所

を
特
定
で
き
る
『
交
通
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
』

を
活
用
し
た
生
活
道
路
の
交
通
安
全
対

策
に
つ
い
て
、
現
在
の
取
り
組
み
状
況

を
尋
ね
ま
し
た
。 

Ａ
・
交
通
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
よ
る
分
析
に

よ
り
、
対
策
エ
リ
ア
の
選
定
作
業
を
進
め
、

一
宮
警
察
署
か
ら
交
通
事
故
の
多
い
個

所
の
情
報
提
供
を
い
た
だ
き
、
連
携
を
図

り
な
が
ら
進
め
る
と
の
答
弁
。 

 

Q
・
潜
在
的
な
危
険
個
所
を
特
定
し
た

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
通
過
交
通

な
ど
の
通
り
抜
け
ル
ー
ト
の
入
り
口
に 

一宮市議会議員 

岡 本 将 嗣 

６月議会 閉会日、七夕ルックにて 

貴船児童クラブ、 

 

場写真 

6月議会一般質問、一年ぶりの質問席 

貴船児童クラブ、 

 

場写真 
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岡本将嗣のアルバム              
久しぶりの犬山モンキーパーク、

孫たちも大喜び、トミカの世界で楽

しんでいた。 

全国高校野球、夏の大会予選が始

まります。野球部ＯＢ会長として役

員方々と激励会として訪問。1 勝 1

勝を大切に。 

カラス問題、ゴミの集積所を狙う

カラス。東島町内に新たなゴミステ

ーションを設置。道路幅員が狭いた

め、水路上への許可申請を提出。あ

とはネットを張って完了です。 

ゴミステーション設置 

母校、尾北高校野球部激励会 

二人の孫、 

犬山モンパにて 

入
り
に
く
く
す
る
『
ス
ム
ー
ス
歩
道
』
や

『
ラ
イ
ジ
ン
グ
ボ
ラ
ー
ド
』
等
、
走
行
速

度
を
減
速
さ
せ
る
対
策
と
し
て
『
ハ
ン

プ
』
等
、
市
で
は
今
後
ど
の
様
な
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
尋
ね
ま
し
た
。 

Ａ
・
現
在
進
め
て
い
る
委
託
業
務
の
中
に

お
い
て
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
有
識
者

よ
り
助
言
や
意
見
を
い
た
だ
き
、
現
場
に

見
合
っ
た
効
果
的
な
交
通
安
全
対
策
を

進
め
ま
す
。
さ
ら
に
地
域
の
方
々
と
も
意

見
交
換
を
重
ね
、
こ
の
対
策
が
受
け
入
れ

ら
れ
る
よ
う
整
備
に
取
り
組
む
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

2
項
目 

災
害
時
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て 

Q
・
避
難
所
に
は
、
仮
説
ト
イ
レ
と
簡

易
ト
イ
レ
が
あ
り
ま
す
。
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
は
ど
こ
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
、

ま
た
設
置
に
要
し
た
費
用
は
ど
れ
ぐ
ら

い
か
尋
ね
ま
し
た
。 

Ａ
・
平
成
19
年
度
か
ら
平
成
25
年
度
ま

で
に
、
常
願
通
ポ
ン
プ
場
は
じ
め
市
内
7

か
所
の
上
下
水
道
部
施
設
に
合
計
34
基

設
置
し
て
い
る
。
費
用
は
34
基
で
便
器
や

テ
ン
ト
な
ど
の
上
部
施
設
と
下
水
道
本

管
か
ら
施
設
敷
地
内
に
汚
水
を
貯
め
る

た
め
の
管
渠
や
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
た

め
の
マ
ン
ホ
ー
ル
等
の
下
部
施
設
工
事

併
せ
て
、
約
2
千
9
百
万
円
か
か
っ
て

お
り
一
基
当
た
り
約
85
万
円
で
あ
る
。 

Ｑ
・
設
置
場
所
に
つ
い
て
、
一
宮
市
が
指

定
避
難
所
と
し
て
い
る
小
中
学
校
で
は

な
く
、
上
下
水
道
施
設
に
設
置
し
た
の
か

尋
ね
ま
し
た
。 

Ａ
・
避
難
所
で
生
活
さ
れ
る
方
だ
け
で
な

く
、
自
宅
で
避
難
生
活
を
送
ら
れ
る
方
も

多
く
お
み
え
で
あ
ろ
う
と
考
慮
し
、
市
街

化
区
域
や
市
街
化
調
整
区
域
に
近
接
し

た
上
下
水
道
施
設
設
置
に
至
っ
た
と
の

答
弁
。 

震
災
後
、
長
期
に
わ
た
る
避
難
生
活
を
円

滑
に
過
ご
す
た
め
に
は
、
ト
イ
レ
の
整
備

が
ど
れ
ほ
ど
重
要
な
の
か
、
災
害
発
生
時

に
よ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
途
絶
え
た
中

で
、
市
民
が
安
心
し
て
使
用
で
き
る
ト
イ

レ
の
確
保
は
大
変
重
要
な
課
題
で
あ
り

ま
す
。
今
後
し
っ
か
り
と
準
備
さ
せ
ま
す
。 

3
項
目 

放
課
後
の
こ
ど
も
の
居
場
所
に
つ
い

て Ｑ
・
一
宮
市
で
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

対
象
学
年
を
、
平
成
27
年
4
月
に
3
年

生
か
ら
4
年
生
ま
で
に
、
さ
ら
に
平
成

31
年
4
月
か
ら
は
6
年
生
ま
で
に
対

象
学
年
を
拡
大
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
自

体
、「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
」
を
目
指

し
て
い
く
と
い
う
方
向
性
が
し
っ
か
り

と
打
ち
出
さ
れ
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
は
高
学
年

に
な
る
ほ
ど
待
機
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
尋
ね
ま
し
た
。 

Ａ
・
児
童
ク
ラ
ブ
整
備
に
あ
た
り
、
小
学

校
の
余
裕
教
室
の
活
用
や
敷
地
の
広
さ

や
形
態
、
管
理
面
を
さ
ら
に
検
討
し
て
い

く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
第
2
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
に
基
づ
き
、
子
ど
も
た
ち
を
安
心
し

て
預
け
ら
れ
、
仕
事
に
集
中
で
き
る
環
境

作
り
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

以
上
、
3
項
目
に
つ
い
て
質
問
。 

令
和
元
年
7
・ 

8
月
以
降
の
、 

市
・ 

連
区
・ 

後
援
会
の
各
行
事

の
ご
案
内
。 

◎ 

7
月
9
日
（
火
）
午
後
8
時
15
分

～
（
九
品
寺
公
園
競
技
場
） 

第
64
回 

愛
知
県
消
防
操
法
大
会 

出
場
分
団
激
励
会 

◎ 

7
月
20
日
（
土
）
午
前
8
時
30
分

～
（
蒲
郡
市 

竹
島
ふ
島
） 

第
64
回 

愛
知
県
消
防
操
法
大
会 

地
元
、
真
清
北
分
団
が
出
場

さ
れ
ま
す
。
一
宮
市
の
代
表
で
す
。 

◎ 

7
月
25
日
（
木
）
か
ら
28
日
（
日
）

第
64
回
お
り
も
の
感
謝
祭 

一
宮
七
夕
ま
つ
り 

 
 
 
 
 
 

 

◎ 

8
月
14
日
（
水
）
19
時
30
分
～ 

濃
尾
大
花
火 

◎ 

8
月
23
日
（
金
）
・
24
日
（
土
） 

午
後
7
時
～
9
時
頃
ま
で 

貴
船
連
区 

盆
踊
り
大
会 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
大
乗
公
園
） 

ご 
 

挨 
 

拶 
 

令
和
元
年
、
今
年
の
4
月
は
、
ま
だ
平

成
で
あ
り
ま
し
た
。
平
成
31
年
4
月
の
統

一
地
方
選
挙
に
て
、
4
度
目
の
市
議
会
議

員
と
し
て
の
立
場
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
3
期
12
年
の
実
績
を
生
か
し
、

こ
の
4
期
目
に
か
け
る
市
政
運
営
に
、
今

ま
で
以
上
に
尽
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

地
元
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、
市
民
の
皆
様

か
ら
頼
り
に
さ
れ
る
人
材
と
な
り
、
開
か
れ

た
議
会
作
り
や
一
宮
市
独
自
の
条
例
策
定

に
も
力
を
入
れ
ま
す
。 

 

令
和
3
年
に
は
、
市
政
100
周
年
を
迎
え

る
年
に
な
り
ま
す
。
中
核
市
に
向
け
て
の
準

備
も
順
調
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
市
民
生
活

に
お
い
て
一
人
一
人
が
満
足
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
も
努
め
て

参
り
ま
す
。
高
齢
者
世
代
、
若
者
世
代
、
こ

ど
も
世
代
、
全
て
の
方
々
の
要
望
に
応
え
て

い
け
る
よ
う
今
後
と
も
頑
張
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
私

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

岡
本 

ま
さ
し 

 


